














Evaluation of relationship between lower urinary tract symptoms and 















 The purpose of this study is to clarify the relationship between workers’ lower urinary tract 
symptoms, metabolic syndrome and quality of life. A questionnaire to clarify lower urinary tract 
symptoms, quality of life, metabolic syndrome was prepared and distributed. The questionnaires were 
distributed 831 and 587 （return rate 70.6%） were collected, then 582 （effective response rate 70.0%） 
were analyzed. As the symptoms of male workers lower urinary tract, there were complains of 
urgency, feeling of incomplete emptying, slow stream, and as for female were urgency, slow stream, 
stress urinary incontinence. There were 17 males （3.5%） of metabolic syndrome, and were 
significantly more complained of symptoms of nocturia, slow stream, bladder pain comparing with 
non-metabolic syndrome people. The most troublesome lower urinary tract symptoms were feelings of 
residual urine, nocturia in male workers, and stress urinary incontinence in female workers. The 
symptoms with the lowest QOL were bladder pain in male workers and stress urinary incontinence in 
female workers.
研 究 報 告


























































































































　質問紙を 831 配布し、587（回収率 70.6％）を
回収し、582（有効回答率 70.0％）を分析対象と
した。対象者の属性について表 1 に示した。対象
者は 582 名で、男性 480 名（82.5％）、女性 102
名（17.5％）、年齢は 18 ～67 歳で、平均年齢は
38.0 ± 10.7 歳あった。勤務形態は、日勤 345 名
（59.3％）交代勤務（夜勤含む）218 名（37.5％）で、
無回答 19 名（3.3％）であった。交代勤務従事者
は女性が 1 名で、男性が 217 名だった。交代勤務
についている男性の平均年齢は 34.0 ± 8.2 歳で、
日勤勤務の平均年齢 41.9 ± 11.9 歳よりも有意に
低 か っ た（t 値 37.8，p ＜ 0.001）。BMI は、18.5
未満（低体重）42 名（7.2％）、18.5 以上 25.0 未
満（普通体重）422 名（72.5％）、25.0 以上（肥満
体重）98 名（16.8％）、無回答 20 名（3.4％）であっ
た。経過観察中および治療中の疾患は、高血圧





ンドローム該当者の平均年齢は 45.9 ± 9.7 歳で、
非該当者の平均年齢は 38.0 ± 11.2 歳で、日勤者
9 名（52.9％）、交代勤務者 7 名（41.2％）、無回
答 1 名（5.9％）だった。









60代 17（  2.9）
無回答 17（  2.9）




25以上　  （肥満体重） 98（16.8）
無回答 20（  3.4）
日勤 345（59.3）
交代勤務（夜勤含む） 218（37.5）
無回答 19（  3.3）
なし 499（85.7）
あり 71（12.2）
無回答 12（  2.1）
なし 534（91.8）
あり 32（  5.5）
無回答 16（  2.7）
なし 468（80.4）
あり 99（17.0）
無回答 15（  2.6）
   性別 男性 17（100.0）
女性 0（    0.0）





   勤務形態 日勤 9（52.9）
交代勤務（夜勤含む） 7（41.2）















2、女性を表 3 に示した。排尿回数は昼間 7 回以
下を正常、夜間就寝後に 1 回以上の排尿を夜間頻
尿という。男性で多かった下部尿路症状は、尿意
表 2　男性年齢階級別の排尿症状 N ＝ 466
10代 20 代 30 代 40代 50代 60代　
ｎ＝8 ｎ＝105 ｎ＝154 ｎ＝110 ｎ＝72 ｎ＝17
昼間排尿回数
７回以下/日 275（59.1） 7（87.5） 68（65.4） 91（59.1） 68（61.8） 31（43.1） 10（58.8）
8～9回/日 147（31.6） 1（12.5） 31（29.8） 48（31.2） 32（29.1） 31（43.1） 4（23.5）
10～14回/日 41（  8.8） 0 (  0.0） 4（  3.8） 14（  9.1） 10（  9.1） 10（13.9） 3（17.6）
15回以上 2（  0.4） 0 (  0.0） 1（  1.0） 1（  0.6） 0 (  0.0） 0 (  0.0） 0 (  0.0）
夜間排尿回数
0回/晩 313（67.3） 8(100.0) 84(80.0) 107(69.9) 73(66.4) 38(52.8) 3(17.6)
1回/晩 133（28.6） 0(  0.0） 19(18.1) 43(28.1) 32(29.1) 27(37.5) 12(70.6)
2～3回/晩 19（  4.1） 0(  0.0） 2(　1.9) 3(  2.0) 5(　4.5) 7(　9.7) 2(11.8)
4回以上/晩 0(  0.0） 0(  0.0） 0(  0.0） 0(  0.0） 0(  0.0） 0(  0.0） 0(  0.0）
尿意切迫感
なし 261（56.0） 5（62.5） 65（61.9） 86（55.8） 64（58.2） 37（51.4） 4（23.5）
たまに 165（35.4） 2(25.0） 33（31.4） 55（35.7） 35（31.8） 28（38.9） 12（70.6）
ときどき 38（  8.2） 1(12.5) 6（  5.7） 13（  8.4） 11（10.0） 6（  8.3） 1（  5.9）
いつも 2(  0.4） 0(  0.0） 1 (  1.0) 0 (  0.0） 0 (  0.0） 1 (  1.4) 0 (  0.0）
切迫性尿失禁
なし 453（97.2） 8(100.0)103（98.1） 149（96.8） 108（98.2） 69（95.8） 16（94.1）
たまに 9（  1.9） 0（  0.0） 1 (  1.0) 4（  2.6） 2（ 1.8） 1（  1.4） 1（  5.9）
ときどき 4（  0.9） 0（  0.0） 1 (  1.0) 1（  0.6） 0（ 0.0） 2（  2.8） 0（  0.0）
いつも 0 (  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（ 0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
腹圧性尿失禁
なし 459（98.5） 8(100.0)103（98.1） 152（98.7） 109（99.1） 71（98.6） 16（94.1）
たまに 7（  1.5） 0（  0.0） 2（  1.9） 2（  1.3） 1（  0.9） 1（  1.4） 1（  5.9）
ときどき 0 (  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
いつも 0 (  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
尿勢低下
なし 318（68.4） 7（87.5） 85（81.0） 121（79.1） 67（60.9） 33（45.8） 5（29.4）
たまに 114（24.5） 1（12.5） 18（17.1） 28（18.3） 32（29.1） 28（38.9） 7（41.2）
ときどき 25（  5.4） 0（  0.0） 1（  1.0） 4（  2.6） 8（  7.3） 9（12.5） 3（17.6）
いつも 8(  1.7） 0（  0.0） 1（  1.0） 0（  0.0） 3（  2.7） 2（  2.8） 2（11.8）
腹圧排尿
なし 344（74.0） 6（75.2） 76（72.4） 115（75.2） 87（79.1） 51（70.8） 9（52.9）
たまに 98（21.1） 2（25.0） 25（23.8） 35（22.9） 17（15.5） 15（20.8） 4（23.5）
ときどき 19（  4.1） 0（  0.0） 4（  3.8） 2（  1.3） 6（  5.5） 4（  5.6） 3（17.6）
いつも 4(  0.9） 0（  0.0） 0（  0.0） 1（  0.7） 0（  0.0） 2（  2.8） 1（  5.9）
残尿感
なし 267（57.3） 6（75.2） 67（63.8） 93（60.4） 58（52.7） 36（50.0） 7（41.2）
たまに 151（32.4） 1（12.5） 26（24.8） 50（32.5） 42（38.2） 28（38.9） 4（23.5）
ときどき 41（  8.8） 1（12.5） 11（10.5） 9（  5.8） 8（  7.3） 7（  9.7） 5（29.4）
いつも 7(  1.5） 0（  0.0） 1（  1.0） 2（  1.3） 2（  1.8） 1（  1.4） 1（  5.9）
膀胱痛
なし 437（94.0） 8(100.0)981（93.3） 141（92.2） 105（95.5） 69（95.8） 16（94.1）
たまに 26（  5.6） 0（  0.0） 7（  6.7） 12（  7.8） 4（  3.6） 2（  2.8） 1（  5.9）
ときどき 2 (  0.4） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 1（  0.9） 1（  1.4） 0（  0.0）
いつも 0 (  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
尿道痛
なし 431（92.9） 8(100.0) 99（95.2） 137（89.5） 06（96.41） 65（90.3） 16（94.1）
たまに 31（  6.7） 0（  0.0） 5（  4.8） 15（  9.8） 4（  3.6） 6（  8.3） 1（  5.9）
ときどき 2 (  0.4） 0（  0.0） 0（  0.0） 1（  0.7） 0（  0.0） 1（  1.4） 0（  0.0）





切迫感 205 名（44.0％）、残尿感 199 名（42.7％）、
尿勢低下 147 名（31.6％）だった。男性は年齢階
級が上がるほど夜間 1 回以上排尿する人の割合が
増え、60 代では 17 名中 14 名（82.4％）に達して
いた。尿勢低下も年齢階級が上がるほど症状を有
する人の割合が増加し、50 代では 72 名中 39 名
表 3　女性年齢階級別の排尿症状 N ＝ 96
20 代 30代 40代 50代
ｎ＝18 ｎ＝42 ｎ＝31 ｎ＝5
昼間排尿回数
７回以下/日 46（48.4） 9（52.9） 19（45.2） 16（51.6） 2（40.0）
8～9回/日 39（41.4） 5（29.4） 18（42.9） 13（41.9） 3（60.0）
10～14回/日 10（10.5） 3 (17.6） 5（11.9） 2（  6.5） 0 (  0.0）
15回以上 0 (  0.0） 0 (  0.0） 0 (  0.0） 0 (  0.0） 0 (  0.0）
夜間排尿回数
0回/晩 73（76.0） 15 (83.3) 35 (83.3) 20 (64.5) 3（60.0）
1回/晩 20（20.9） 2 (11.1） 6 (14.3) 10 (32.3) 2（40.0）
2～3回/晩 3（  3.1） 1 (  5.6） 1 (　2.4) 1 (  3.2) 0 (  0.0）
4回以上/晩 0 (  0.0） 0 (  0.0） 0 (  0.0） 0 (  0.0） 0 (  0.0）
尿意切迫感
なし 55（57.3） 13（72.2） 24（57.1） 16（51.6） 2（40.0）
たまに 31（32.3） 5 (27.8） 14（33.3） 10（32.3） 2（40.0）
ときどき 9（  9.4） 0 (  0.0） 4（  9.5） 4（12.9） 1 (20.0)
いつも 1 (  1.0） 0 (  0.0） 0 (  0.0） 1 (　3.2) 0 (  0.0）
切迫性尿失禁
なし 91（94.8） 18(100.0) 41（97.6） 29（93.5） 3（60.0）
たまに 4（  4.2） 0（  0.0） 1(  2.4) 1（  3.2） 2（40.0）
ときどき 1（  1.0） 0（  0.0） 0(  0.0） 1（  3.2） 0（  0.0）
いつも 0 (  0.0） 0（  0.0） 0(  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
腹圧性尿失禁
なし 73（76.0） 16 (88.9) 35（83.3） 21（67.7） 1（20.0）
たまに 20（20.8） 2（11.1） 6（14.3） 8（25.8） 4（80.0）
ときどき 3 (  3.2） 0（  0.0） 1（  2.4） 2（  6.5） 0（  0.0）
いつも 0 (  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
尿勢低下
なし 70（72.9） 16 (88.9) 33（78.6） 18（58.1） 3（60.0）
たまに 22（22.9） 1（ 5.6） 8（19.0） 11（35.5） 2（40.0）
ときどき 3（  3.1） 1（ 5.6） 1（  2.4） 1（  3.2） 0（  0.0）
いつも 1 (  1.0） 0（ 0.0） 0（  0.0） 1（  3.2） 0（  0.0）
腹圧排尿
なし 81（84.4） 15（83.3） 38（90.5） 23（74.2） 5(100.0)
たまに 13（13.5） 3（16.7） 3（  7.1） 7（22.6） 0（  0.0）
ときどき 2（  2.1） 0（  0.0） 1（  2.4） 1（  3.2） 0（  0.0）
いつも 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
残尿感
なし 81（84.4） 16 (88.9) 38（90.5） 23（74.2） 4（80.0）
たまに 12（12.5） 2（11.1） 2（  4.8） 7（22.6） 1（20.0）
ときどき 3（  3.1） 0（  0.0） 2（  4.8） 1（  3.2） 1（20.0）
いつも 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
膀胱痛
なし 87（90.6） 12 (66.7) 41（97.6） 30（96.8） 4（80.0）
たまに 8（  8.3） 5（27.8） 1（  2.4） 1（  3.2） 1（20.0）
ときどき 1 (  1.0） 1（  5.6） 0（  0.0） 0（  0.0） 1（20.0）
いつも 0 (  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 0（  0.0）
尿道痛
なし 90（93.8） 17 (94.4) 41（97.6） 27（87.1） 5（100.0）
たまに 5（  5.2） 1（  5.6） 1（  2.4） 3（  9.7） 0（   0.0）
ときどき 1 (  1.0） 0（  0.0） 0（  0.0） 1（  3.2） 0（   0.0）





（54.2％）、60 代では 17 名中 12 名（70.6％）に症
状がみられた。腹圧排尿も加齢とともに増加し、










について Fisher 直接法を実施した（表 4）。男女
で症状の違いがみられたのは、昼間排尿回数と腹
圧性尿失禁、腹圧排尿、残尿感だった。昼間排尿
回数は、8 回以上 / 日の頻尿を有する人が男性
196 名（32.9％）に対し女性 52 名（52.0％）で、
女性の方が昼間頻尿の割合が高かった（p ＝ 0.046, 
p ＜ 0.05）。腹圧性尿失禁は男性 7 名（1.5％）に
対して、女性 26 名（25.7％）で女性に多い症状
だった（p ＝ 0.000, p ＜ 0.001）。腹圧排尿は男性
122 名（25.6％）に対し女性 16 名（17.8％）で男
性に多い症状だった（p ＝ 0.040, p ＜ 0.05）。残尿
感は男性 205 名（42.9％）、女性 18 名（17.8％）






p ＜ 0.001）。日勤者 250 名中 96 名（38.6％）に対



























あり 13(  2.7) 6(  5.9)
なし 471(98.5) 75(74.3)








あり 28(  5.9) 10(  9.9)
なし 443(92.7) 95(94.1)

























　最も困る症状と QOL スコアについて表 6 に示
した。男性では回答が得られた 108 名中最も多
かった症状は残尿感 43 名（39.8％）、次いで夜間
排 尿 回 数 20 名（18.5 ％）、 尿 意 切 迫 感 15 名
（13.9％）、尿勢低下 14 名（13.0％）だった。下部
尿路症状で QOL スコアの平均値が高く、症状が
あって困っているのは膀胱痛 5.3 ± 3.0、尿道痛 4.3
± 1.5 であった。
　女性では最も困ると答えた症状は腹圧性尿失禁
で 13 名（44.8％）で QOL スコアも症状中最も高
く 4.2 ± 1.1 であった。
表 6　男女の最も困る下部尿路症状と QOL スコア











あり 2(11.8) 10(  2.2)
なし 17(100.0) 453(98.7)








あり 4(23.5) 23(  4.9)
なし 14(82.4) 428(93.2)















人（％） 平均値±SD 人（％） 平均値±SD
昼間排尿回数 5(　4.6) 3.0±2.0 2( 6.9) 4.0±1.4
夜間排尿回数 20（18.5) 3.5±1.2 4(13.8) 3.8±1.3
尿意切迫感 15(13.9) 3.4±1.6 1( 3.4) 1.0±0.0
切迫性尿失禁 1(  0.9) 3.0±0.0 2( 6.9) 4.0±1.4
腹圧性尿失禁  2(  1.9) 4.0±0.0 13(44.8) 4.2±1.1
尿勢低下 14(13.0) 3.7±1.0 2( 6.9) 4.0±2.8
腹圧排尿  2(  1.9) 3.0±2.1 0( 0.0)
残尿感 43(39.8) 3.6±1.4 2( 6.9) 3.5±2.1
膀胱痛 3( 2.8) 5.3±3.0 2( 6.9) 3.5±0.7
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